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８
月
13
日

（月）
～
16
日

（木）
を
除
く
）

▼
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
対
象
＝
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
で
、
保

護
者
が
送
迎
で
き
る
小
学
校
１
～

４
年
生
（
現
在
の
利
用
者
で
は
な

く
新
規
の
方
）

▼
受
入
ク
ラ
ブ
＝
吾
妻
・
赤
見
・

石
塚
・
吉
水
・
多
田
・
三
好
・
山

形
・
葛
生
・
葛
生
南
・
常
盤
の
各

こ
ど
も
ク
ラ
ブ

▼
申
込
＝
６
月
15
日

（金）
～
25
日

（月）

（
土
・
日
は
除
く
）
の
間
に
、
こ

ど
も
課
、
田
沼
・
葛
生
の
行
政
セ

ン
タ
ー
、
各
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
備

え
付
け
の
申
込
書
を
記
入
の
う

え
、
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
書
類

を
添
え
て
、
直
接
同
課
へ

※
入
所
児
童
数
の
状
況
に
よ
り
、

ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
３

人
権
擁
護
制
度
を
ご
存
知

で
す
か

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。
市
で
は
、
次
の

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
が
活
動
し

て
お
り
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

※
６
月
１
日
現
在

藤
波
一
博（
村
上
町
）

半
谷
昌
弘（
牧
町
）

栗
原
哲
夫（
山
形
町
）

加
藤
敏
子（
船
津
川
町
）

山
﨑
光
子（
栃
本
町
）

野
尻
真
弓（
田
沼
町
）

冨
岡
律
子（
天
神
町
）

加
藤
清（
築
地
町
）

髙
澤
茂
夫（
田
沼
町
）

福
田
紳
一（
大
橋
町
）

岩
崎
美
知
江（
植
下
町
）

藤
倉
悦
子（
船
津
川
町
）

大
関
輝
雄（
田
沼
町
）

尾
花
淳
美（
出
流
原
町
）

兵
藤
勇（
奈
良
渕
町
）

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

夏
季
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
入
所
の

ご
案
内

▼
期
間
＝
７
月
23
日

（月）
～
８
月
29

日
（水）
（
日
曜
・
祝
日
、第
３
土
曜
日
、

●みんなで防ごう土砂災害

　これから梅雨や台風による大雨の季節を迎え、土石流・地すべり・がけ崩れ等の土砂災害が発生しやすく

なります。土砂災害から大切な家庭を守るため、日頃から気象情報に注意し、各家庭においても近くの避難

所を確認するなど、災害に対して備えをしましょう。

●主な土砂災害の種類　

「土石流」＝山や川の石や土砂が、大雨などにより

                 水と一緒になって激しく流れ下る現象

「地すべり」＝雨や雪どけ水が地下にしみこみ、

                   断続的に斜面が滑り出す現象

「がけ崩れ」＝雨や雪どけ水、地震などの影響によって、

　　　　　　 急激に斜面が崩れ落ちる現象

６月は土砂災害防止月間です（６月１日～６月３０日）　   ■問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

空き家の適切な管理にご協力ください　　　          ■問合せ＝空き家対策室☎（２０）３０２８

　草木の成長が盛んな時期です。草木の繁茂を放置すると、蜂や害虫が発生し近隣や通行人に被害を与えた

り、電線等を破損するなど思わぬトラブルとなる場合があります。空き家の適切な管理は所有者等の責任です。

安心して安全に暮らせる環境を保つために、管理のポイントを再度確認しましょう。

●適切な管理のポイント　①通風、換気、通水②ポストの整理③外周の清掃、草取り④屋根や外部まわ

りの点検など

※遠方にお住いの場合や、福祉施設等に長期入所する場合は、空き家管理サービスを利用したり、地元

の町会や近所と連絡先を確認し合い、異常があったときは連絡を取れるようにしておきましょう

●活用　①賃貸・売却　人が住まない住宅は早く傷みます。傷まないうちに「売却」や「賃貸」などに

ついて、専門家（不動産業者など）に相談しましょう。②解体　解体し土地を活かす方法（家庭菜園、

貸地、駐車場など）もあります。

●相続　空き家の売却、贈与、解体は、権利関係の整理がされていなければできません！所有者が死亡

した後は、速やかに相続人同士で話し合い必要な手続きをとりましょう。
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「
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「
巡
回
相
談
会
」、

「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」

　

求
職
活
動
に
つ
い
て
の
「
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と
就
労
に
関
す

る
「
巡
回
相
談
会
」、
ま
た
、
シ

ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

※
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す

▼
日
時
・
会
場
＝

６
月
28
日
（木）

佐
野
市
役
所
302
会
議
室

７
月
26
日
（木）

栃
木
県
庁
足
利
庁
舎
202
会
議
室

（
足
利
市
伊
勢
町
４
‐
19
）

▼
時
間
＝

（
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
）
午
前
10

時
30
分
～
正
午

（
巡
回
相
談
会
・
ぷ
ら
っ
と
巡
回

相
談
会
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
申
込
＝
実
施
日
の
前
日
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
各
会
場
の
あ
る

担
当
窓
口
へ

佐
野
市
産
業
立
市
推
進
課

☎
０
２
８
３
（２０）
３
０
４
０

足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

■
問
合
せ
＝

（
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
）
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
２
２
６

（
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
）
と
ち

ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
３
０
１
８

サ
ー
ク
ル
発
表
会
へ
ご
来

場
く
だ
さ
い
！

　

城
北
地
区
公
民
館
で
活
動
す

る
37
団
体
が
、
ス
テ
ー
ジ
や
展

示
を
通
し
て
、
日
頃
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
23
日
（土）
、
24
日

（日）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
出
演
・
展
示
＝
同
館
所
属
サ
ー

ク
ル

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
２

瑞
宝
単
光
章
（
社
会
福
祉
）

松
島
　
延
子
（
高
萩
町
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

神
山
　
修
（
出
流
原
町
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
）

猪
熊
　
良
弘
（
若
松
町
）

瑞
宝
単
光
章
（
鉄
道
業
務
）

谷
　
繁
男
（
栃
本
町
）

藍
綬
褒
章
（
調
停
委
員
）

片
柳
　
展
代
（
出
流
原
町
）

昭
和
46
年
、社
会
福
祉
法
人

「
と
ち
の
み
会
」で
生
活
指
導

員
と
な
り
、和
泉
施
設
長
な
ど

を
務
め
る
。

元
松
戸
市
消
防
監
。平
成
22
年

消
防
庁
長
官
表
彰
。平
成
25
年

消
防
局
参
事
監
兼
消
防
署
長

で
退
職
。

昭
和
46
年
東
武
鉄
道
入
社
。新

栃
木
乗
務
菅
区
長
な
ど
歴
任
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰
。

平
成
７
年
か
ら
保
護
司
と
し

て
活
動
し
、佐
野
保
護
区
保
護

司
会
副
会
長
な
ど
を
務
め
て

い
る
。平
成
26
年
、法
務
大
臣

表
彰
。

平
成
12
年
宇
都
宮
家
庭
裁
判

所
足
利
支
部
家
事
調
停
委
員

と
し
て
活
動
。足
利
調
停
協
会

理
事
歴
任
。最
高
裁
判
所
長
官

表
彰
を
受
け
る
。

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
勲
章

の
受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。




